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【機密性２】

１．洪水調節の概要

① ダムからの情報発信について
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【機密性２】事前放流及び異常洪水時防災操作(緊急放流)時の情報伝達(イメージ)

洪水量

サーチャージ水位

常時満水位

全般気象
情報発表

基準降雨量超過

事前放流開始

事前放流

降雨予測
（３時間毎）

放流開始に
向けた準備

事前放流実施の判断 異常洪水時防災操作実施の判断（約３時間前）
異常洪水時防災操作放流実施の判断（約１時間前）

④異常洪水時防災操作開始
の約３時間前

⑤異常洪水時防災操作開始の約１時間前

⑥異常洪水時防災操作開始

①③ダム放流開始の通知︓FAX等
通知する関係機関︓
・整備局河川事務所
・府県河川担当部局
・警察、消防、市町村
・利水関係者など
②現場での通知︓サイレン、スピーカー
・ダム地点、下流の警報局地点

①放流開始の約1時間前

②ダム地点の放流開始の約30分前。
警報局地点の水位上昇が予測され
る30分前 ④⑤⑥⑦洪水調節または異常洪水時防災操作の開始・終了の通知︓FAX等

通知する関係機関︓
・整備局河川事務所
・府県河川担当部局
・警察、消防、市町村
・利水関係者など
・NHK
・必要に応じて府県防災業務計画に定める指定地方公共機関など
※④⑤現場での通知方法は事前放流と同様
※異常洪水時防災操作に関する情報は、記者発表により情報提供を想定

⑦異常洪水時防災操
作終了

水位維持操作 洪水調節 異常洪水時防災操
作

水位低下操作

降雨期間

③洪水調節開始

ダムからの情報発信について

記
者
発
表
↓

記
者
発
表
↓
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【機密性２】

② 洪水調節の仕組み
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① 洪水に備える

洪水に備えて、台風や大雨による洪水の
起きやすい季節には、前もって貯水位を下
げて容量を確保しておき、洪水の水をダム
貯水池に溜めるための準備をします。

洪水に備えて容量を
空けておきます。

ダムへの流入量

ダムから流し出す

下流の河川の状況

貯水池

ダム

ダムの状況
多目的ダムの例

ダムによる洪水調節の仕組み①
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【機密性２】

②洪水を貯め込む

大雨が降り洪水になると、ダムへ流入する洪水の一部
を貯水池に溜め、下流に流しても安全な分だけ、ダムか
ら水を流します。

ダムから流す量

ダムへ入る洪水

洪水調節を行うダムがない場合ダムで洪水調節を行った場合

ダムの調節で

ダムから下流に流す水は、①の洪水に備えている時よ
り増えます。このようなときには、事前にダムからス
ピーカ等で状況をお知らせします。

貯水池

ダム

洪水を溜めながら、
下流へ水を流しま
す。

下流の河川の状況

ダムの状況

川の水は上昇し、越水、破堤等の可能性。

＜ダムへ入る洪水

ダムによる洪水調節の仕組み②
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【機密性２】

③次の洪水に備える

大雨が止み、洪水が過ぎ去ると、ダムへ流れ込む水量も小
さくなります。
貯水池は、洪水を溜めた分だけ水が増えているので、次の洪
水に備えて、下流の河川の状況を見ながら、溜めた水を流し
て貯水池の容量を空けます。

ダムから流す量
ダムへ入る量

貯水池

ダム

洪水後に、次の洪水に
備え、容量を空けてお
きます。

下流の河川の状況

ダムの状況

＞ダムへ入る量

ダム無しの場合

水位は高くなるが、河川が危険な状況では無い

ダムによる洪水調節の仕組み③
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【機密性２】

③ 異常洪水時防災操作とは

9



【機密性２】

計画規模を超える洪水への対応

異常な豪雨により、計画よりも大きい量の洪水がダム貯水池へ流れ込むことがあります。ダムで
も精一杯、洪水を溜めつつ下流へ流す操作を行いますが、ダムに溜めることが出来る水量には限界
があります。

このような場合には、下流に流す量を徐々に増加させ、貯水池に入ってくる水量と同じ量を下
流に流すよう（自然河川状態）にします。

１００

１００

ダムへ入る洪水

ダムから流す量

１００を超え
ることはあり
ません。

洪水を貯めることがで
きないため、溢れない
ように貯水位を維持。

自然河川状態（ダムに入る洪水＝ダムから流す量）でのダムの操作を維持。

＝ダムへ入る洪水

異常洪水時防災操作とは
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【機密性２】

④ 異常洪水時防災操作の実例
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【機密性２】

嵐
左岸側の路地から浸水範囲が拡大

土のう設置により浸水拡大を阻止

○嵐山地区における浸水拡大の回避

・平成30年7月豪雨では、2日間に渡り、30mm/h近い降雨が断続的に4回発生。
・このため、河川の洪水としては４つのピークをもつ洪水が発生するものの、日吉ダムに
より洪水調節を行う事で、洪水のピークを１つにした。
・嵐山地区では日吉ダム下流で合流する園部川や清滝川の合流もあり、日吉ダム洪水中
にも一度洪水ピークが発生したものの、ダムによる洪水調節効果により浸水被害を大幅
に軽減。

日吉ダムでは3回目の雨のピークまでダムに貯留し、

ダム下流の水位を低減してきたが、ダムがほぼ満水
となっており、4回目のピークとなる雨が予測されたた

め、流入量と同量を流すこととなり、ダム下流の水位
が上昇する恐れがあることから、事前に下流市町へ
の情報提供を実施。（緊急記者会見も開催）

日吉ダム操作に関する情報提供

日吉ダムの異常洪水時防災操作に関する情報提供 （淀川水系 桂川）

○嵐山地区においては、平成25年洪水における周辺への浸水被害拡大を阻止する対応を実施。

① ②
③ ④

①②③の雨まで
はダムに貯留

ダムが満水になったた
め、④の雨はそのまま
流下

○日吉ダムによる流入量の低減（平成３０年７月豪雨）

大型土のうを路地に設置し浸水拡大を阻止

平成25年台風18号洪水

桂川
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【機密性２】

２．事前放流の効果（令和５年８月 台風７号）
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【機密性２】

※８月１６日９時００分 時点

余呉湖ダム

宮奥ダム

滝波ダム

大門ダム

天理ダム

初瀬ダム

引原ダム

宇曽川ダム

桝谷ダム

広野ダム

笹生川ダム

与布土ダム 大野ダム

畑川ダム

滝川ダム

石田川ダム

奥里ダム
風屋ダム

龍ヶ鼻ダム

事前放流実施ダム

事前放流実施ダム

府県管理ダム
利水ダム
水資源機構管理ダム

凡 例・台風第７号の大雨に備え、近畿管内の１級水系では、県や利水者、
水資源機構が管理する１９ダムで事前放流を実施。

・２級水系では１ダムで事前放流を実施。

滝川ダム（滝川）【三重県】

七川ダム（古座川）【和歌山県】
しちかわ

1級水系
加古川水系

淀川水系

2級水系

古座川水系

天理ダム（布留川）【奈良県】

高山ダム（名張川）【水資源機構】

比奈知ダム（名張川）【水資源機構】

青蓮寺ダム（名張川）【水資源機構】

室生ダム（宇陀川）【水資源機構】

新宮川水系

池原ダム（北山川）【電源開発（株）】
いけはら

七色ダム（北山川）【電源開発（株）】
なないろ

小森ダム（北山川）【電源開発（株）】
こもり

てんり

たきがわ

たかやま

ひなち

しょうれんじ

むろう

布目ダム（布目川）【水資源機構】
ぬのめ

風屋ダム（熊野川）【電源開発（株）】
かぜや

事前放流実施ダム

由良川水系
おおの

1級水系
円山川水系

与布土ダム（与布土川）【兵庫県】

但東ダム（横谷川）【兵庫県】

よふど

たんとう

おおろ

大和川水系

畑川ダム（畑川）【京都府】
はたがわ

二津野ダム（熊野川）【電源開発（株）】
ふたつの

大路ダム（大路川）【兵庫県】

和知ダム（由良川）【関西電力（株）】
わち

おおろ

大野ダム（由良川）【京都府】
おおの

みくまりダム（三熊川）【兵庫県】

ダムの事前放流の実施状況 （令和５年台風７号）
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【機密性２】布目ダムの事前放流の実施（令和５年台風７号）（８月１４日～１６日）

① 台風の進路予測の変化とともに雨量予測が増減しており、大規模な出水に備え洪水調節容量
を十分に確保するために１４日から事前放流をおこない水位低下を実施。

② 実績の全流域累計雨量は１６５ｍｍ、ダム最大流入量は毎秒１３２．６８ｍ３、最大放流量は毎秒
１００．３８ｍ３であった。

③ ダムが無かった場合の下流河川水位は、実績と比べ興ヶ原地点で５９ｃｍ高かったと推定される。
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【機密性２】

計画高水位 TP+32.5m

※断面を模式的に示しています。

河道掘削無し
ダム暫定運用無し
TP+31.6m

今回の最高水位
TP+28.5m

約3.1mの
水位低減効果

輪中堤

日足地区

日足水位観測所

河道
掘削

輪中堤
整備

わけ

■和気地区
河道掘削

たなご

■田長地区
河道掘削

熊野川流域図

池原ダム
【電源開発（株）】

輪中堤整備
河道掘削（県）日足地区

しんぐう

○熊野川では、台風第７号において日足地区の日足観測所で氾濫危険水位7.1mを超過し、10.67mに達したが、これまでの
県の河川整備と利水ダムの洪水被害軽減を図る運用により本川の水位を約３．１ｍ低減し、家屋浸水を回避。

日足地区（20.2k地点）の水位低減効果

利水ダムの運用
○池原ダム・風屋ダムは、利水ダムであり洪水調節機能を有していないが、治水協定により台風に
よる大規模出水が想定される場合には、ダム下流河川沿川の洪水被害軽減を図るダム運用（事前
放流等により貯水位を事前に低下させ空き容量を確保し、洪水時にダム放流量を低減）を実施。

風屋ダム
【電源開発（株）】

輪中堤整備、河道掘削（和歌山県・三重県）
○河川整備計画に基づく河道掘削を実施し、
R3に完了。

日足水位観測所の観測水位

氾濫危険水位 7.1m

観測水位 10.67m（TP+29.57）

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

■日足地区 輪中堤整備状況

河道掘削無し
利水ダムの運用無し
想定最高水位 TP+31.6m

ひたり

和歌山県・三重県の河川整備と利水ダム（池原ダム・風屋ダム）による効果 新宮川水系
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【機密性２】

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

○池原ダム・風屋ダムは、利水ダムであり洪水調節機能を有していないが、治水協定により台風による大規模出水が想定される
場合には、ダム下流河川沿川の洪水被害軽減を図るダム運用（事前放流等により貯水位を事前に低下させ空き容量を確保し、
洪水時にダム放流量を低減）を実施。

※１： 台風による大規模出水が想定され、台風情報（位置・予測進路）および降雨予測による水位低下開始基準に到達したため、貯水位を発電による事前放流で暫
定目安水位①までの低下を終えたが、台風規模や予測進路等の情報から、自主的な判断により可能な限り貯水位の低下を図るべく事前放流を継続した。

※ダム運用のあり方については、毎年、効果および課題を整理し、学識者や関係機関の意見をふまえ検証。

令和5年台風第7号に伴う池原ダムの出水状況

利水ダム（池原ダム）による効果 新宮川水系

E
L

（m

）

319.0

321.0

315.0

317.0

311.0

313.0

307.0

309.0

303.0

305.0

299.0

301.0

295.0

297.0

291.0

293.0

（EL.318.0 m）

（EL.315.5 m）

（EL.312.0 m）

（EL.310.5 m）

（EL.309.0 m）
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【機密性２】

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

○池原ダム・風屋ダムは、利水ダムであり洪水調節機能を有していないが、治水協定により台風による大規模出水が想定される
場合には、ダム下流河川沿川の洪水被害軽減を図るダム運用（事前放流等により貯水位を事前に低下させ空き容量を確保し、
洪水時にダム放流量を低減）を実施。

※１： 台風による大規模出水が想定され、台風情報（位置・予測進路）および降雨予測による水位低下開始基準に到達したとき、貯水位は暫定
目安水位より低い状態であったが、台風規模や予測進路等の情報から、発電による事前放流で更に低下した。

※ダム運用のあり方については、毎年、効果および課題を整理し、学識者や関係機関の意見をふまえ検証。

令和5年台風第7号に伴う風屋ダムの出水状況

利水ダム（風屋ダム）による効果 新宮川水系

E
L

（m

）
297.0

293.0

295.0

289.0

291.0

287.0

285.0

283.0

277.0

275.0

281.0

279.0

（EL.295.6 m）

（EL.295.0 m）

（EL.291.0 m）

（EL.289.0 m）

（EL.288.0 m）
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